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１．日本側の研究実施体制 
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院・准教授 
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２．日本側研究チームの研究目標及び計画概要 

 

CO2を CO へ還元する電極触媒の開発を本年度も引き続き担当する。これまでに取り組ん

できた系を中心に、材料中の金属種、合成プロセスの再検討を行うことなどにより、特に、

CO に対する高い選択性（95％以上）、高電流密度化を実現できる触媒層、反応系の構築を

目指す。さらに、無機系のアニオン交換体であるMg-Al 系層状複水酸化物をアニオン交換膜

として用いた電気化学セルにおける反応系を構築し、CO2から CO への高効率での変換を目指

す。 

 

3. 日本側研究チームの実施概要 

本年度は、昨年度に引き続き、気相の CO2の電気化学的還元反応を評価可能なアニオン交



換膜を用いた３室セル、および、より実用化にむけた反応系である、いわゆるゼロギャップ

セルを用いて、様々な材料の電化学的CO2還元触媒活性の評価を行った。 

材料系としては、これまでと同様、様々な金属を含む層状複水酸化物（LDH）を中心に触

媒活性を検討した。組成および得られた試料の処理条件などを検討することにより、CO 生

成に対するファラデー効率として最大で約 90％が得られることがわかった。組成制御、触

媒層形成条件などの検討をさらに進めることにより、反応選択性のさらなる増加を目指して

いる。 

 プロジェクト全体で構築を目指している、階層的な小型リアクターによる CO2を原料とし

たジェット燃料の合成に関して、小型リアクターの CO2電気化学還元部分に用いられること

になったゼロギャップセルによる反応を検討した。セパレーター部分に無機系固体電解質を

用いた場合でも、電気化学的 CO2還元反応が進行することを確認した。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 


